
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　不測的に発生、変更、消滅する供給先への迅速且つ適切な供給が要請される複数の資源
の配分状況を管理するシステムであって、
　随時変化する前記供給先及び資源の属性情報を取得してこれらを更新自在に登録するデ
ータベース管理手段と、
　前記データベース管理手段に登録された前記属性情報をもとに前記供給先及び前記資源
の一方を行、他方を列とする配分計画マトリクスを生成するとともに、前記供給先におけ
る資源の需要状態情報及び供給状態情報を前記配分計画マトリクスの該当セルにマッピン
グするマトリクス生成手段と、
　前記配分計画マトリクスの割り当て内容を所定の表示装置に表示させ、前記需要状態情
報と供給状態情報の少なくとも一方の内容が変動する度に、表示中の前記割り当て内容を
動的に更新する制御手段と、を有し、
　前記マトリクス生成手段は、第１の配分計画マトリクスと、当該第１の配分計画マトリ
クスと階層の異なる 第２の配分計画マトリクスとを生成し、これらの配分計画マト
リクスの間でそれぞれ内容が共通となる共有セルを前記第１の配分計画マトリクスと第２
の配分計画マトリクスのそれぞれに形成するとともに、

個々の資源の情報を複数
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複数の

前記共有セルは、前記第１の配分
計画マトリクスと前記第２の配分計画マトリクスのうちのいずれか１つとの間でそれぞれ
内容が共通となるものであり、かつ、前記第１の配分計画マトリクスには、前記各第２の
配分計画マトリクスごとにそれぞれ共有セルが形成されており、



のセル間を移動可能な固有シンボルで表し、各固有シンボルを前記供給状態情報とリンク
させてそれぞれ前記配分計画マトリクスの該当セル上にマッピングし、これにより、前記
第１の配分計画マトリクスと第２の配分計画マトリクスとの一方で、その共有セルに対し
て前記固有シンボルの一つの移動操作がなされると、他方の配分計画マトリクスの共有セ
ルにも当該移動操作が反映されるようにしたことを特徴とする、資源配分状況管理システ
ム。
【請求項２】
　前記マトリクス生成手段は、前記生成された共有セルに、生成した前記配分計画マトリ
クスにおける特定セルの集計結果を集計表示することを特徴とする、請求項１記載の資源
配分状況管理システム。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記需要状態情報と供給状態情報の少なくとも一方の変動に応じて前
記配分計画マトリクスの表示形態を動的に変化させることを特徴とする、請求項１または
２のいずれかの項記載の資源配分状況管理システム。
【請求項４】
　前記表示形態の変化が該当セル及び該当シンボルの表示色の変化であることを特徴とす
る、請求項３記載の資源配分状況管理システム。
【請求項５】
　不測的に発生、変更、消滅する供給先への迅速且つ適切な供給が要請される複数の資源
の配分状況を監視するシステムであって、表示装置を備えた複数の情報処理システムを通
信ネットワークを介して接続して成り、
　各情報処理システムは、それぞれ連携して請求項１～４のいずれかの項に記載された前
記データベース管理手段、前記マトリクス生成手段、前記制御手段を構成するものである
ことを特徴とする、資源配分状況管理システム。
【請求項６】
　前記複数の情報処理システムのいくつかが各々前記データベース管理手段とマトリクス
生成手段とを備え、いずれかのデータベース管理手段の格納情報が更新されたときに他の
すべてのデータベース管理手段と前記資源配分計画マトリクスの表示内容とが同期して更
新されることを特徴とする、請求項５記載の資源配分状況管理システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、不測的に発生、変更、消滅する資源供給先、例えば大規模災害が発生した場合
の災害地等へ、数に限りのある資源の最適配分計画の立案（意思決定）を支援するととも
に、配分状況の監視を効率的且つ正確に行うための資源配分状況管理システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
都市震災が発生すると、地震そのものによる被害のほかに、二次災害としての広域火災や
津波による被害が予想される。そのため、防災、救急等の分野では、複数の関係行政機関
同士を有線及び無線による通信網で結んで連絡手段を確保し、災害が発生したときに、消
防車両や救急車両その他の人的・物的資源（以下、単に「資源」と称する）を災害地（供
給先）へ供給できるような体制づくりがなされている。実際に災害が発生した場合は、災
害地の需要（災害状況）を把握した後、関係行政機関同士で連絡をとり合い、資源の配分
または再配分を行いながら、資源の供給を行っている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
災害が発生した場合に被害を最小限に止められるかどうかは、資源の配分・再配分及び供
給を如何に迅速且つ正確に行えるかどうかにかかる。
しかし、資源の種類や数、あるいは供給先の需要数が絶えず変化する状況では、どの供給
先にどのような資源をどの位供給したら良いかという全体像を迅速に把握することが困難
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になる。また、どの資源が供給可能で、どの資源が供給済みなのか、供給先での資源に過
不足がないかどうかということも把握できなくなる。
【０００４】
また、資源が複数の地域、例えば地方自治体に分散配置されていて、各資源配分の決定者
が物理的に離れた他の地方自治体にいる場合は、これらの資源を連携して矛盾なく配分す
る判断を迅速に行うことは非常に困難となる。資源が、異なる組織や独自の情報処理シス
テムで管理されている場合には、それが顕著となる。
【０００５】
さらに、小規模な災害発生時には、当該地域の資源のみで対処できる場合もあるが、大規
模な災害が発生すると、絶対的な資源が不足するばかりでなく、他の地域からの資源の配
分に支障が生じる。これは、例えば消防システム等は、災害地からの通報を契機として資
源の供給がなされるが、大規模災害の発生時には現場が被災地となるため、通報が麻痺し
てしまうのが通常だからである。そのため、通報をもとに災害の全体像を掴むこと自体が
不可能となるため、例えば先遣隊（ヘリコプタ、消防車、救急車等）によって報告された
情報をもとに全体像を把握して資源配分計画を立てなければならない。
【０００６】
このような問題は、災害発生時のみならず、不測的に発生、変更、消滅する供給先への迅
速且つ適切な供給が要請される複数の資源の配分計画、再配分計画を立てて、実際の資源
の配分状況を管理しなければならない用途において共通に生じる。
【０００７】
そこで本発明の課題は、供給先への資源の配分や再配分の迅速且つ正確な判断を支援する
資源配分状況管理システム及びその関連技術を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
本発明が提供する資源配分状況管理システムは、不測的に発生、変更、消滅する供給先へ
の迅速且つ適切な供給が要請される複数の資源の配分状況を管理するシステムであって、
（１－１）随時変更する前記供給先における資源の需要状態情報及び供給状態情報を取得
してこれらを更新自在に格納するデータベース管理手段と、
（１－２）前記データベース管理手段における前記供給先及び前記資源の一方を行、他方
を列とする配分計画マトリクスを生成するとともに、前記需要状態情報及び供給状態情報
を前記配分計画マトリクスの該当セルに自動的に割り当てるマトリクス生成手段と、
（１－３）前記配分計画マトリクスの割り当て内容を所定の表示装置に表示させ、前記需
要状態情報と供給状態情報の少なくとも一方の内容が変動する度に、表示中の前記割り当
て内容を動的に更新する制御手段とを有するものである。
【０００９】
この資源配分状況管理システムでは、個々の資源の情報を固有シンボルで表し、各固有シ
ンボルを需要状態情報及び供給状態情報とリンクさせてそれぞれ前記配分計画マトリクス
の該当セル上にマッピングすることで、表示中の配分計画マトリクス上での固有シンボル
の移動による情報更新を可能にしている。また、需要状態情報及び供給状態情報に応じて
前記配分計画マトリクスにおける該当セルの表示形態を変化させるようにしている。
【００１０】
本発明の資源配分状況管理システムは、複数の情報処理システムを通信ネットワークを介
して接続して構成する形態も可能である。この場合、複数の情報処理システムが連携して
前記データベース管理手段、前記マトリクス生成手段、前記制御手段を構成する。あるい
は、複数の情報処理システムのいくつかが各々前記データベース管理手段とマトリクス生
成手段とを備え、いずれかのデータベース管理手段の格納情報が更新されたときに、他の
すべてのデータベース管理手段と前記資源配分計画マトリクスの表示内容とが同期して更
新されるようにしても良い。
【００１１】
本発明は、また、複数の前記資源の配分状況を効率的に管理するためのコンピュータ処理
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方法を提供する。
この方法は、前記供給先における需要状態情報及び資源の供給状態情報を取得して所定の
メモリに更新自在に格納しておき、前記供給先及び前記資源の一方を行、他方を列とする
配分計画マトリクスを生成するとともに、需要状態情報及び供給状態情報を前記配分計画
マトリクスの該当セルに割り当て、前記配分計画マトリクスの割り当て内容を所定の表示
装置に表示させた後、需要状態情報と供給状態情報の少なくとも一方の内容が変動する度
に、表示中の前記割り当て内容を動的に更新制御する処理過程を含むことを特徴とする。
【００１２】
本発明は、下記の処理をコンピュータ装置に実行させるためのプログラムが記録されたコ
ンピュータ読み取り可能な記録媒体をも提供する。
（２－１）不測的に発生、変更、消滅する供給先における需要状態及び前記供給先に対す
る迅速供給が要請される資源の実際の供給状態を表す情報を取得して所定のメモリに更新
自在に格納する処理、
（２）前記供給先及び前記資源の一方を行、他方を列とする配分計画マトリクスを生成す
るとともに需要状態情報及び供給状態情報を前記配分計画マトリクスの該当セルに割り当
てる処理、
（３）前記配分計画マトリクス及びその割り当て内容を所定の表示装置に表示させる処理
、
（４）前記需要状態情報と供給状態情報の少なくとも一方の内容が変動する度に、表示中
の前記配分計画マトリクス及びその割り当て内容を動的に更新制御する処理。
【００１３】
【発明の実施の形態】
以下、本発明を、災害発生時の資源配分状況を管理する資源配分状況管理システムに適用
した場合の実施の形態を具体的に説明する。
この実施形態による資源配分状況管理システム１は、図１に示すように、複数の県や市等
に設置される複数の情報処理システム２を広域ネットワークＬを用いて相互通信可能に接
続して構成される。これらの情報処理システム２は、通信機能を有する移動型コンピュー
タ端末やディスクトップ型コンピュータ端末に本発明の記録媒体内のプログラムをインス
トールして実現する形態でもよく、上記プログラムがインストールされた複数のコンピュ
ータ端末を構内ネットワーク等で接続して分散処理する形態であっても良い。ここでは、
便宜上、単独のコンピュータ端末を用いた場合の例を示す。
【００１４】
本実施形態による個々の情報処理システム２は、図２に示すように、マウス等のポインテ
ィングデバイスやキーボード等の数値入力デバイスからなるデータ入力装置２１と、液晶
パネル等からなる表示装置２２と、磁気ディスクや光磁気ディスク等からなる記憶装置２
３と、入出力インタフェース２４を通じてデータ入出力装置２１、表示装置２２、記憶装
置２３、外部システム等に接続される中央処理装置２５とを有している。
【００１５】
中央処理装置２５は、記録装置２３に記録されたオペレーティングシステム（ＯＳ）や上
記プログラムに基づいて形成される、データベース管理ブロック１０、マトリクス管理ブ
ロック２０、制御ブロック３０を有している。
【００１６】
データベース管理ブロック１０は、データ入力装置２１や外部システムを通じて入力され
た供給先及び資源に関わる情報に基づいて記憶装置２３に構築されているデータベース（
ＤＢ）２３１を管理するもので、オブジェクトである個々の資源及びその属性情報を管理
する資源管理部１１、オブジェクトである個々の供給先及びその属性情報を管理する供給
先管理部１２、資源及び供給先の属性情報を更新する更新処理部１３、資源または供給先
の特定の属性情報を検索する属性検索部１４、資源及び供給先の属性情報の時系列的な変
動要素をもとに、資源の供給コスト（時間、距離、金等）、需要状態情報の集約・集計、
供給状態情報の集計・集約、資源の過不足、供給先の重要度、供給先での深刻度等の演算
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を行う演算部１５の機能を有している。
【００１７】
「需要状態情報」は、供給先でどれだけの需要があるかを表す情報であり、「供給状態情
報」は、どの資源を計画上どれだけ配分したかを表す供給計画数、実際にどの資源がどれ
だけ供給されたかを表す供給数等である。「重要度」は供給先における過去の需要数の継
続時間や現在の需要規模等を表す指標であり、「深刻度」は資源の供給が遅れることによ
ってその供給先がどれだけ困るかを表す指標である。重要度及び深刻度は、供給先におけ
る過去の需要数と供給実績等の時系列的な推移に基づいて導出されるもので、資源の種別
や絶対数が少ない場合に、どの資源を優先的に配分したら良いかを判断する際に利用され
る情報である。
【００１８】
資源管理部１１で管理される属性情報は、システム上で一意に決定される識別コード（固
定）、資源名（固定）、資源種別（固定）、割当供給先名（可変）、管理元（資源所有者
：固定）、現在の物理的な位置（可変）、供給予定日時（可変）、資源の状態（供給可能
／不可／供給中：可変）、物理的な質や量についての特性（可変）その他の情報である。
「固定」とは固定的に使用される情報であり、「可変」とは随時変更される情報である。
「資源種別」は、例えば消防車、救急車、ヘリコプタ等を区別するための情報であり、「
割当供給先名」は、各資源がどの供給先に割り当てられているかを表す情報であり、後述
する資源配分計画マトリクス上でその資源が移動することによって、動的に変化する。「
特性」は例えばヘリコプタの残航続距離（時間）等を表す。
【００１９】
供給先管理部１２で管理される属性情報は、システム上で一意に決定される識別コード（
固定）、供給先名（固定）、供給先種別（固定）、現在の物理的な位置（可変）、重要度
（重要（緊急）／普通／不可：可変）、物理的な質や量についての特性（可変）その他の
情報である。「供給先種別」は、例えば火災、洪水等を区別するための情報であり、「供
給先名」は、その種別で特定される情報である。「特性」は例えば火災の大きさ等を表す
。
【００２０】
データベース管理ブロック１０では、各資源のもつ“割当供給先名”を調べることによっ
て、供給先が同じ資源及び供給先が設定されていない資源をそれぞれグループ化して管理
する。また、各資源のもつ“資源種別”を調べることによって、資源種別が同じ資源をグ
ループ化して管理する。例えば、供給先の場合は、その数をｎ個とし、資源の場合は、資
源種別が同じとなる資源について作成したグループをｍ個とした場合に、これらのグルー
プの関連をｎ行ｍ列のマトリクス形式で管理できるようにしている。
【００２１】
マトリクス管理ブロック２０は、上記ｎ行ｍ列のマトリクスに基づいて資源配分計画マト
リクスを生成するマトリクス生成部２１、供給先における需要状態情報及び供給状態情報
その他の情報を資源配分計画マトリクスの該当セルに自動的に割り当て、それぞれ該当セ
ル上にマッピングするマッピング処理部２２の機能を有している。各行及び列は、供給先
や資源種別が消滅した場合、つまり管理する必要が無くなった場合は、自動的にＤＢ２３
１から削除される。
【００２２】
マトリクス生成部２１は、資源配分計画マトリクスの生成に際し、例えば供給先の属性情
報が「火災」となっている供給先を特定することによって、現在必要とする火災関連の情
報のみを抽出し、また、上記パラメータ演算部１５で求めた重要度、深刻度、または現在
の需要状態情報、供給状態情報に応じて供給を優先させるべき資源から順に整列させる。
【００２３】
資源配分計画マトリクスは同時に複数生成することができる。例えば、国、県、市、町毎
に、階層的な資源配分計画マトリクスを生成したり、他の県や市等のような横並び的な資
源配分計画マトリクスを生成して、互いに連携させるようにすることができる。この場合
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、各々の配分計画マトリクスに、他の配分計画マトリクスと内容を共通にするための共有
セルや、複数の資源配分計画マトリクスにおける特定のセル内データの集計結果を表す共
通セルを形成することが望ましい。これについては後述する。
【００２４】
また、資源配分計画マトリクスから直接資源の属性情報の内容を見ることができ、その内
容を更新することもできる。これによって更新された属性情報については、データベース
管理ブロック１０を通じてＤＢ２３１に反映され、すべての資源配分計画マトリクスとの
同期がとられるようになっている。
このようにして、資源の配分計画、再配分計画に必要な情報は、すべて、資源配分計画マ
トリクスを通じて把握できるようになる。なお、供給先と資源はどちらを行または列にし
ても良いが、以後の説明では、便宜上、「行」に供給先、「列」に資源（資源種別）に割
り当てたものとして説明する。
【００２５】
これらの資源配分計画マトリクスは、システム上で一意に決定されるマトリクスＩＤ、マ
トリクス名、計画責任者、供給先の数（マトリクスの行数ｎ）、資源種別の数（マトリク
スの列数ｍ）、各供給先における資源種別ごと（セル単位）の資源の需要数・供給計画数
・供給数を属性情報として保有する。この属性情報は、ＤＢ２３１、制御ブロック３０を
介して他の端末ないし情報処理システムでも共有することができ、且つ自システムまたは
他の端末等からデータ内容の変更が通知された場合に、それに同期して更新されるように
なっている。
【００２６】
制御ブロック３０は、資源やその供給先が発生、変更、消滅する度に所要のイベント処理
を駆動するイベント処理部３１と、資源配分計画マトリクス及びその割り当て内容を実時
間で表示装置２２に表示させるとともに表示中の資源配分計画マトリクスの割り当て内容
に変更があった場合には該当表示内容を動的に更新させる表示制御部３２と、他の情報処
理システムに対してＤＢ２３１内の変動内容を通知する通信制御部３３の機能を有してい
る。イベント処理は、具体的には、供給先別の資源の需要情報の入力・変更処理、供給先
や資源の属性情報の変更処理、後述するアイコンの移動処理等である。
【００２７】
表示制御部３２は、資源や供給先をそれぞれ固有シンボル、例えばアイコンで表示すると
ともに、需要状態情報や供給状態情報を文字データ及び数値データで該当セル上に表示さ
せる。また、資源配分計画マトリクスの個々のセルの表示色やアイコンの表示色を制御す
るためのセル制御部３２１及びアイコン制御部３２２の機能を備えている。
セル制御部３２１は、例えば図３及び図４に示される内容の制御テーブルとリンクしてお
り、供給先の状態、資源の供給状態毎に予め定めた色に該当セルの背景色を変化させる。
図３の制御テーブルは、供給先の状態として前述の重要度（重要／普通／供給不要）を規
定したものであり、図４の制御テーブルは、供給状態として、予め計画した数に対する供
給数の程度（不足／やや不足／適正／余剰）を規定したものである。同様に、アイコン制
御部３２２は、例えば図５に示される内容の制御テーブルとリンクしており、資源の供給
状態（供給済み／供給中／供給可能／供給不要）に応じて予め定めた色にアイコンの色を
変化させる。このようにして、色の変化で、現在の資源配分状況を監視できるようにして
いる。
【００２８】
次に、上記の資源配分状況管理システム１の動作を説明する。
資源、供給先、需要状態情報、供給状態情報が入力されると、データベース管理ブロック
１０は、供給先の需要に応じて、各供給先における各資源種別ごとの資源の需要数を算出
し、その結果をＤＢ２３１に登録する。また、登録されているすべての資源の数を集計し
て、各供給先における各資源種別ごとの資源の供給計画数を自動的にＤＢ２３１に登録す
る。さらに、資源の状態が供給済みになっている資源の数を集計して各供給先における各
資源種別毎の資源の供給数を自動的にＤＢ２３１に登録する。そして、供給先及び資源種
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別をそれぞれグループ化し、図６に示すようなｎ行ｍ列のマトリクス形式で管理する。
【００２９】
マトリクス生成ブロック２０は、データベース管理ブロック１０における上記マトリクス
形式の登録内容に基づいて、図７に例示する内容の資源配分計画マトリクスを生成する。
この資源配分計画マトリクスは、制御ブロック３０を通じて表示装置２２に表示され、ま
た、図３～図５に規定した内容に応じて各セル及びアイコンの色が動的に更新される。
【００３０】
図７において、「供給可能」セル（行）は、供給可能な状態にある資源を配分するための
セル（行）である。資源配分計画マトリクスには、図示のように、資源の状態を表すアイ
コンと文字データ、例えば需要数（「需Ｘ」）、供給計画数（「計Ｙ」）、供給数（「供
Ｚ」）がセル毎にマッピングされており、アイコンは、ポインティングデバイスによって
ドラッグ・アンド・ドロップによって同一資源種別間のセルを移動できるようになってい
る。また、アイコンの移動に伴い、その資源の属性情報が変化し、これがＤＢ２３１に反
映されて、資源配分計画マトリクス上の供給計画数等の文字データが随時更新されるよう
になっている。つまり、需要数は主に外部（他システム、他マトリクス等）より入力され
、供給計画数は、アイコンの移動によって変化する。さらに、供給数は、各セルが所有す
る資源のステータス（例えばアイコンの色）によって変化する。
【００３１】
上記資源配分計画マトリクスにおける需要供給情報は、適宜集約・集計し、表示すること
ができる。
図８は、この集計・集約機能の一例として、あるマトリクスを階層化した場合の共有セル
（行）の集計手法の例を示したものである。ここでは、２つのマトリクスＡ１，Ａ２を１
つのマトリクスＢ１で管理しているものとする。図中、「共有Ａ１」，［共有Ａ２］セル
（行）は、各マトリクスＡ１，Ａ２，Ｂ１で共有することができるセル（行）である。す
なわち、マトリクスＡ１の「共有Ａ１」と、マトリクスＢ１の「共有Ａ１」は互いにリン
ク（同じ物を表示）しており、マトリクスＡ２の「共有Ａ２」とマトリクスＢ１の「共有
Ａ２」もリンクしている。
【００３２】
各セルにおける需要数、計画数（供給計画数）、供給数の集計は、以下のようにして行わ
れる。例えば、マトリクスＡ１についての集約・集計手法は、図９に示すとおりとなる。
需要数は、主に電子的な手段によって外部（別マトリクス、別システム、マウス・キーボ
ード入力装置、ｅｔｃ）から入力され、表示される。計画数（供給計画数）は、各セルに
計画上割り当てられた資源の数がカウントされ、表示される。供給数は、計画数のうち、
資源状態を参照し、供給済み状態となっている資源がカウントされ、表示される。
【００３３】
共有セル（「共有Ａ１」）には、各セルの需要数、計画数、供給数がさらに集計され、表
示される。「共有Ａ１」における需要数ｃは、各セル毎の需要数の合計値ａと計画数の合
計値ｂとを比較することによって算出される。この値は、マトリクス全体の需要数に対す
る不足数を示すことになる。
ａの値は、「供給先Ａ１ａ」の需要数“４”と「供給先Ａ１ｂ」の需要数“５”との合計
して算出される（ａ＝４＋５＝９）。ｂの値は、「供給先Ａ１ａ」の計画数“３”と「供
給先Ａ１ｂ」の計画数“２”と「供給可能Ａ１」の計画数“２”とを合計して算出される
（ｂ＝３＋２＋２＝７）。「共有Ａ１」の需要数ｃには、ａ＞ｂならば（需要数の方が計
画数よりも多ければ）ａ－ｂの値が代入され、ａ≦ｂならば（需要数の方が多くなければ
）ｃ＝０の値が代入される。この例の場合はａ＞ｂなので、ｃ＝２となる。計画数は、「
供給可能Ａ１」に計画上割り当てられた資源の数がカウントされ、表示される。供給数は
、計画数のうち、「資源」の属性を参照し、状態（「資源」の属性）が供給済みの資源が
カウントされ、表示される。
【００３４】
マトリクスＡ２についても同様にして、「共有Ａ２」に、需要数、計画数、供給数が集計
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され、表示される。「共有Ａ１」、「共有Ａ２」は、マトリクスＢ１とリンクしているの
で、これらのセルがマトリクスＢ１上にも同時に表示され、さらに、上述の集約・集計手
法によって「共有Ｂ１」に、マトリクスＢ１における需要数、計画数、供給数が集計され
、表示される。
【００３５】
次に、資源配分計画マトリクスが複数の場合に、これらを連携させる仕組みの具体例を図
１０を参照して説明する。図１０は、図８に示した階層マトリクスにおける資源の動きと
その場合の表示形態の変化を示したものである。
【００３６】
ここで、マトリクスＡ１上の資源を「供給先Ａ１ｂ」から「共有Ａ１」にドラッグ・アン
ド・ドロップによって移動した場合（１）、その資源の属性情報の一つである割当供給先
名は、「供給先Ａ１ｂ」から「共有Ａ１」に変更される。すると、この資源は、マトリク
スＡ１上だけでなく、マトリクスＢ１上の「共有Ａ１」にも同時に表示される（２）。さ
らにこの資源を、マトリクスＢ１上の「供給可能Ｂ１」に移動すると（３）、資源の割当
供給先名は、「供給可能Ｂ１」に変更される。すると、マトリクスＢ１上の「共有Ａ１」
から資源が消え、同時に、リンクしているマトリクスＡ１上からもその資源が消える（４
）。次に、マトリクスＢ１上で、資源を「供給可能Ｂ１」から「共有Ａ２」に配分するた
めにその資源を移動すると（５）、資源の割当供給先名は、「共有Ａ２」に変更される。
マトリクスＢ１とマトリクスＡ２はリンクしているので、その資源は、マトリクスＢ１と
マトリクスＡ２の「共有Ａ２」に同時に表示される（６）。この資源をさらにマトリクス
Ａ２上の「供給可能Ａ２」に移動すると（７）、資源の割当供給先名が「供給可能Ａ２」
に変更され、マトリクスＡ２上の「共有Ａ２」から資源が消えると同時に、マトリクスＢ
１からも消える。
【００３７】
このようにして各資源配分計画マトリクスを連携させることができるので、資源の配分・
再配分の状態を操作者が視覚的に把握しながら調整できるようになる。また、各マトリク
スによって何処の供給先に対して何を供給すべきなのかといった全体像を容易に把握でき
るようになる。さらに、現在の需要状態及び供給状態をセル色及びアイコン色で確認でき
るので、現在、どの資源が供給可能で、どの資源が供給済みなのか、どの資源がどれだけ
不足あるいは余っているかが一目で把握できるようになる。
従って、例えばある災害発生地での状況を他の地域の情報処理システム２で同時に把握す
ることができ、また、そのときのすべての地域での資源の状態と供給先への供給状態とを
瞬時に把握することができるので、資源の配分計画・再配分計画が極めて容易になり、し
かも矛盾のない適切な判断が可能になる。
本実施形態の資源配分状況管理システムでは、他システムとの連携によって、他組織から
提供された資源を組み入れ、これを配分・再配分することができるので、大規模災害のよ
うな事態に適切な対応が可能になる。
【００３８】
【実施例】
次に、図１に示される資源配分状況管理システム１の実施例を図１１～図１５を参照して
説明する。
図１１は、表示装置２２上に表示される資源配分計画マトリクスの具体例を示したもので
ある。ここでは、複数のパネルを階層化することによって資源配分計画マトリクスを構成
し、下位に表示されるパネルが、上位に表示されるパネルを管理するようにしている。
【００３９】
例えば、ウインドウ５０配下のメインパネル５１上に供給先パネル５２及び資源パネル５
３を配し、さらに、供給先パネル５２及び資源パネル５３上に、それぞれ個別パネル、供
給可能パネル、共有パネルをマトリクス状に配して資源配分計画マトリクスを構成してい
る。図示のようなＧＵＩ（インタフェース）及びこれらのパネルの追加、整列（変更）、
削除は、周知技術である「Ｊａｖａ」の機能を利用することで実現することができる。
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【００４０】
図示のパネルのうち、供給先タイトル５２ａ、資源種別タイトル（Ａ，Ｂ）５５について
は、単に表示するだけであり、イベント等は受け付けないものである。また、供給可能パ
ネル５２ｃ、供給可能資源パネル（Ａ，Ｂ）５７は、この資源配分計画マトリクスに固定
的に存在するパネルとして、予め追加されたものである。供給先共有パネル５２ｄ、資源
共有パネル（Ａ，Ｂ）５８は、前述のように、関連している他のマトリクスとの共有パネ
ルであり、当該他のマトリクスとのリンク情報を持っている。供給先個別パネル（＃１，
＃２）は、供給先パネル５２で管理されているリストに記述された供給先名とそれを表す
アイコンを表示するためのパネルである。
【００４１】
資源個別パネル（Ａ１，Ａ２，Ｂ１，Ｂ２）５６は、図１２に示されるように、資源種別
パネル（Ａ，Ｂ）５４で管理されている資源のうち、同じ供給先情報を持つ資源をリスト
で持ち、シンボル表示パネル６０と、需要供給表示パネル６１とを管理している。シンボ
ル表示パネル６０は、資源個別パネル５６のリストに登録されているすべての資源を固有
シンボル化（アイコン化）し、この固有シンボルを個別シンボルパネル５７ａに描画する
機能を持つ。
【００４２】
需要供給表示パネル６１は、供給先の需要情報を表示する機能を持つ需要情報パネル６１
ａと、資源個別パネル（Ａ１，Ａ２，Ｂ１，Ｂ２）５６のリストを参照して配分計画情報
、供給情報を集約して表示する機能を持つ計画情報パネル６１ｂ，供給情報パネル６１ｃ
とを管理するものである。
【００４３】
図１３は、供給可能パネル５２ｃの構成例を示した図である。この供給可能パネル５２ｃ
は、複数の個別シンボルパネル７０ａを持つシンボル表示パネル７０と供給可能情報パネ
ル７１を管理する。シンボル表示パネル７０は、図１２に示した資源個別パネル５６と基
本的に同じ働きをする。供給可能情報パネル７１は、需要情報や供給情報がない点で、資
源個別パネル５６の需要供給情報表示パネル６１と異なっている。
【００４４】
図１４は、資源共有パネル（Ａ，Ｂ）５８の構成例を示した図であり、個別シンボルパネ
ル７２ａ、シンボルパネル７２、需要情報パネル７３ａ、計画情報パネル７３ｂ、供給情
報パネル７３ｃ、需要供給情報表示パネル７３は、それぞれ、基本的に図１２に示した資
源個別パネル５６のものと同じである。唯一異なる点は、需要情報パネル７３ａの情報が
、資源種別パネル（Ａ，Ｂ）５４の情報から計算されたマトリクス全体として、どれだけ
の需要があるかを表示することである。
【００４５】
以上のように構成される資源配分計画マトリクスが、ＤＢ２３１とどのように連携される
かを示したのが図１５である。
ここでは、ＤＢ２３１内の登録内容が更新された場合のシーケンスを示している。図中の
各リストは、資源や供給先がＤＢ２３１、あるいはＤＢ２３１の内容がキャッシュされた
メモリ上の何処にあるかを識別するための参照先をリストとして保有しているものを指す
。あるいはメモリ上に展開されたオブジェクトでも良い。
【００４６】
図１５において、まず、資源配分計画マトリクスで管理すべき資源と供給先をＤＢ２３１
から全資源及び全供給先リストに追加する。ウインドウ５０は、全資源及び全供給先リス
トに登録されているリストを検索しながら、「供給先」であれば供給先管理テーブルに登
録し、「資源」であれば、その種別を調べて資源種別管理テーブルに登録する。供給先管
理テーブルは、資源配分計画マトリクスの「行」を作るのに利用され、資源種別管理テー
ブルは、資源配分計画マトリクスの「列」を作るのに利用される。各資源種別パネル５４
上の「行」の追加は、供給先管理テーブルと既存の資源種別管理テーブルとを参照しなが
ら、供給先パネル５２に追加したときと同じ順番で追加していく。
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【００４７】
ウインドウ５０は、また、全資源及び全供給先リストを、属性情報によって供給先パネル
５２と各資源種別パネル５４に振り分けることにより、全供給先リスト、資源種別リスト
Ａ，Ｂに振り分ける。さらに、資源種別パネル５４は、資源種別リストをもとに各資源の
供給先を検索することによって、該当する資源個別パネル５６に資源個別リストを形成す
る。
【００４８】
シンボル表示パネル５６上には、資源個別リストに登録されているすべての資源を表示す
るための個別シンボルパネルを作成する。需要供給情報表示パネル上には、資源個別リス
トに登録されているすべての資源の属性情報を調べることによって、供給計画数や供給数
を計算し、表示する。需要情報については、他のシステムから送られるか、画面上で入力
することができる。
【００４９】
個別シンボルパネル上の資源の属性情報が変更されると、資源個別リストを参照すること
によってＤＢ２３１の更新を行う。ＤＢ２３１が更新されると、ウインドウ５０のＤＢ監
視プロセスがそれを検知して、メインパネル上の資源配分計画マトリクスを再描画させる
。これにより、ＤＢ２３１の登録内容と資源配分計画マトリクスとの表示内容とを容易に
同期させることができる。
このように、本実施例によれば、資源配分計画マトリクスを通じて供給先における資源の
配分状況を実時間で監視することができ、また、シンボルをドラッグ・アンド・ドロップ
するだけで配分・再配分の計画を実施できるので、不足的に発生、変更、消滅する多種多
様の資源の管理が極めて容易になる。
なお、本実施形態及び実施例では、災害が発生した場合の例を挙げて説明したが、本発明
は、これらの例に限定されるものでないことは、いうまでもない。
【００５０】
【発明の効果】
以上の説明から明らかなように、本発明によれば、多くの供給先において資源の需要が不
測的に発生・変化・消滅し、且つ、供給すべき資源の種類も多く、供給状態が動的に変化
する場合であっても、資源配分・再配分の判断を迅速且つ正確に行える仕組みを提供する
ことができる。
【００５１】
また、複数の配分計画マトリクスを連携させ、共有セルや共通セルを形成するようにした
ので、異なった複数の組織があたかも一つの組織であるかのように機能させることができ
、矛盾のない資源配分・再配分の判断を行える環境を提供できるようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の資源配分状況管理システムの全体構成図。
【図２】本実施形態による情報処理システムの構成図。
【図３】供給先の状態に対するセル色の対応例を規定した図表。
【図４】資源の供給状態に対するセル色の対応例を規定した図表。
【図５】資源の供給状態に対するアイコン色の対応例を規定した図表。
【図６】ｍ行ｎ列のマトリクス形式で管理される供給先と資源種別の関係を示した図。
【図７】資源配分計画マトリクスの一例を示した説明図。
【図８】複数のマトリクスＡ１，Ａ２，Ｂ１の連携の仕組み（共有セル）を示した説明図
。
【図９】マトリクスＡ１についての各種データの集約・集計手法の具体例を示した図。
【図１０】複数のマトリクスにおける連携の仕組み（情報更新）を示した説明図。
【図１１】資源配分計画マトリクスの具体例を示した全体構成図。
【図１２】資源個別パネルの構成例を示した図。
【図１３】供給可能資源パネルの構成例を示した図。
【図１４】資源共有パネルの構成例を示した図。
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【図１５】資源配分計画マトリクスとデータベースとの連携の仕組みを示した説明図。
【符号の説明】
１　　資源配分状況管理システム
２　　情報処理システム
２１　データ入力装置
２２　表示装置
２３　記憶装置
２３１　データベース（ＤＢ）
２４　入出力インタフェース
２５　中央処理装置
１０　データベース管理ブロック
２０　マトリクス管理ブロック
３０　制御ブロック
５０　ウインドウ
５１　メインパネル
５２　供給先パネル
５３　資源パネル
５４　資源種別パネル
５６　資源個別パネル
５７　供給可能資源パネル
５８　資源共有パネル
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】
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